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森 

正

人

・

稲

葉

継

陽

編 

『

細

川

家

の

歴

史

資

料

と

書

籍 

―

―

永

青

文

庫

資

料

論

―

―

』 

 

吉

川

弘

文

館 
 

二

〇

一

三

・

三

刊 

Ａ

５ 

二

四

八

頁 

一

〇

〇

〇

〇

円 

  

公

益

財

団

法

人

永

青

文

庫

が

所

蔵

す

る

肥

後

細

川

家

伝

来

の

史

資

料

は

、

一

九

六

四

年

以

来

そ

の

大

半

が

熊

本

大

学

附

属

図

書

館

に

寄

託

さ

れ

、

教

育

・

研

究

の

た

め

利

用

さ

れ

て

き

た

。

寄

託

先

で

あ

る

熊

本

大

学

で

は

、

こ

こ

十

数

年

に

わ

た

り

、

国

文

学

・

歴

史

学

な

ど

諸

学

の

協

業

に

よ

る

拠

点

形

成

研

究

が

組

織

さ

れ

て

こ

れ

ら

史

資

料

群

の

重

点

的

研

究

が

お

こ

な

わ

れ

、

二

〇

〇

九

年

に

は

同

大

文

学

部

に

附

属

永

青

文

庫

研

究

セ

ン

タ

ー

が

設

置

さ

れ

た

。 

 

同

セ

ン

タ

ー

で

は

細

川

家

史

資

料

総

目

録

の

作

成

を

目

的

の

ひ

と

つ

と

し

、

現

在

も

事

業

は

継

続

中

で

あ

る

。

二

〇

一

三

年

二

月

、

文

化

審

議

会

に

よ

っ

て

、

史

資

料

群

の

う

ち

中

世

文

書

を

中

心

と

し

た

古

文

書

二

百

六

十

六

通

を

「

細

川

家

文

書

」

と

し

て

国

指

定

重

要

文

化

財

と

す

る

よ

う

答

申

が

な

さ

れ

、

六

月

に

正

式

に

指

定

を

受

け

た

こ

と

は

記

憶

に

あ

た

ら

し

い

。

こ

れ

も

同

セ

ン

タ

ー

の

研

究

が

大

き

く

実

を

む

す

ん

だ

も

の

に

ほ

か

な

る

ま

い

。 

 

そ

れ

ら

貴

重

な

史

資

料

を

写

真

に

釈

文

を

付

し

て

世

の

中

に

提

供

す

る

『

永

青

文

庫

叢

書

』
（

吉

川

弘

文

館

）

も

刊

行

が

進

ん

で

お

り

、

細

川

家

史

資

料

群

が

身

近

に

な

っ

た

と

喜

ん

で

い

る

。

い

っ

ぽ

う

本

書

『

細

川

家

の

歴

史

資

料

と

書

籍

』

は

、

同

セ

ン

タ

ー

の

研

究

に

携

わ

っ

た

熊

本

大

学

の

教

員

を

中

心

と

し

た

研

究

者

に

よ

る

論

文

集

で

あ

る

。

編

者

の

一

人

稲

葉

氏

に

よ

る

史

資

料

群

の

解

説

「

序

説 

熊

本

大

学

寄

託

永

青

文

庫

細

川

家

史

資

料

の

構

成

と

歴

史

的

位

置

」

以

下

、

次

の

六

篇

が

収

録

さ

れ

て

い

る

。 

 

山

田

貴

司

「

和

泉

上

守

護

細

川

家

ゆ

か

り

の

文

化

財

と

肥

後

細

川

家

の

系

譜

認

識

」

／

稲

葉

継

陽

「

細

川

家

伝

来

の

織

田

信

長

発

給

文

書

―

細

川

藤

孝

と

明

智

光

秀

」

／

松

﨑

範

子

「

十

九

世

紀

の

宿

場

町

を

拠

点

と

す

る

地

域

運

営

シ

ス

テ

ム

―

熊

本

藩

の

藩

庁

文

書

、

「

覚

帳

」

・

「

町

在

」

を

も

と

に

」

／

森

正

人

「

永

青

文

庫

熊

本

大

学

寄

託

和

漢

書

の

蔵

書

構

成

」

／

德

岡

涼

「

細

川

幽

斎

の

蔵

書

形

成

に

つ

い

て

」

／

山

田

尚

子

「

細

川

重

賢

の

蔵

書

と

学

問

―

漢

文

資

料

を

め

ぐ

っ

て

」 

 

こ

の

う

ち

森

論

文

で

は

、

明

治

に

入

っ

て

か

ら

細

川

家

や

熊

本

大

学

に

お

い

て

作

成

さ

れ

た

複

数

の

資

料

目

録

と

、

現

在

伝

来

し

て

い

る

史

資

料

群

の

関

係

把

握

を

起

点

に

、

近

世

か

ら

近

代

に

至

る

史

資

料

群

が

い

か

に

管

理

さ

れ

、

伝

来

さ

れ

て

き

た

の

か

、

複

雑

な

関

係

と

そ

の

経

緯

が

解

き

ほ

ぐ

さ

れ

る

。 

 

山

田

貴

司

論

文

で

は

、

史

資

料

群

に

含

ま

れ

る

和

泉

上

守

護

細

川

家

の

文

書

・

文

化

財

の

伝

来

を

た

ど

る

こ

と

に

よ

り

、

細

川

家

が

自

ら

の

家

を

い

か

に

認

識

し

よ

う

と

し

た

の

か

が

説

か

れ

る

。

稲

葉

論

文

で

は

、

特

定

の

家

に

伝

来

し

た

織

田

信

長

文

書

の

数

と

し

て

は

最

大

を

誇

る

細

川

藤

孝

（

幽

斎

）

宛

の

信

長

文

書

を

分

析

す

る

こ

と

に

よ

り

、

信

長

と

藤

孝

・

明

智

光

秀

の

関

係

を

探

る

ほ

か

、

信

長

の

権

力

構

造

に

ま

で

言

及

が

な

さ

れ

て

い

る

。

松

﨑

論

文

で

は

、

近

世

の

藩

庁

文

書

に

含

ま

れ

る

「

覚

帳

」

な

ど

の

分

析

を

も

と

に

、

熊

本

藩

の

地

方

行

政

の

仕

組

み

を

具

体

的

に

明

ら

か

に

し

て

い

る

。 

 

德

岡

論

文

・

山

田

尚

子

論

文

で

は

、

細

川

家

の

蔵

書

の

な

か

で

も

際

だ

っ
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た

特

色

を

示

す

幽

斎

お

よ

び

重

賢

の

蔵

書

に

つ

い

て

、

そ

の

奥

書

や

書

き

込

み

な

ど

を

丹

念

に

調

べ

あ

げ

、

歴

代

藩

主

の

な

か

で

も

文

人

と

し

て

と

く

に 
著

名

な

二

人

の

当

主

の

文

化

的

活

動

に

光

を

あ

て

て

い

る

。 

 

こ

の

よ

う

に

細

川

家

の

史

資

料

群

は

、

山

田

貴

司

・

稲

葉

両

氏

が

言

及

し 

た

中

世

以

来

の

文

書

を

は

じ

め

と

し

て

藩

主

の

家

に

伝

来

し

た

い

わ

ゆ

る 

「

藩

侯

の

文

書

」

の

み

な

ら

ず

、

松

﨑

氏

が

取

り

上

げ

た

「

藩

庁

の

文

書

」 

に

も

研

究

に

値

す

べ

き

多

く

の

史

料

が

存

し

、

ま

た

、

德

岡

・

山

田

尚

子

両 

氏

が

明

ら

か

に

し

た

よ

う

な

典

籍

群

に

も

豊

か

な

研

究

資

源

が

眠

っ

て

い

る

。 

 

大

名

家

史

資

料

群

を

史

料

群

と

し

て

と

ら

え

る

史

料

学

的

研

究

は

各

所

で 

盛

ん

に

お

こ

な

わ

れ

て

い

る

が

、

細

川

家

の

そ

れ

は

質

量

と

も

に

す

ぐ

れ

た 

規

模

を

誇

る

こ

と

も

あ

り

、

本

書

に

ま

と

め

ら

れ

た

成

果

が

他

の

同

様

の

研 

究

に

お

よ

ぼ

す

影

響

や

刺

激

は

は

か

り

し

れ

な

い

。

永

青

文

庫

研

究

セ

ン

タ 

ー

の

事

業

は

ま

だ

道

半

ば

に

あ

る

。

セ

ン

タ

ー

の

存

続

は

も

ち

ろ

ん

、

本

書 

に

ま

と

め

ら

れ

た

研

究

を

踏

ま

え

、

さ

ら

に

研

究

が

進

展

し

て

ゆ

く

こ

と

、 

こ

れ

ら

史

資

料

群

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

教

育

・

研

究

に

活

用

さ

れ

て

ゆ

く

こ 

と

を

期

待

し

た

い

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

金

子 

拓

） 
 


